社会制度一般(経済学がおもしろい)月曜五限
文責：堀尾
授業はオムニバス形式
日程
	4/14
	福田慎一
	ガイダンス

	  21
	藤原正寛
	ミクロ経済学

	  28
	岩井克人
	マクロ経済学

	5/12
	吉川洋
	日本経済

	  19
	澤田康幸
	開発経済

	  26
	田渕隆俊
	都市経済

	6/2
	A．ブラウン
	英語で経済学を学ぶ　Ⅰ

	  9
	　　〃
	　　　〃　　　　　　Ⅱ

	  16
	松井彰彦
	ゲーム理論

	  23
	神谷和也
	経済学における数学

	  30
	伊藤隆敏
	国際金融

	7/7
	予備日
	

	  14
	期末試験！
	


期末試験
日程がほかの総合科目より早い疑いがあるので注意。

全員が網羅的に出題。
一人あたり２・３問の出題で５択問題→至って基本的な部分から出題
過去問はただいま探索中ですが、教員が変わっているのであまり役に立たないと思われます。
＜ミクロ経済＞　　　　担当　藤原正寛
価格Y　　　　　　　　　S        Xd－Xs；超過需要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この際価格Pvは上昇する
       　　　　　　　　　　　　　同様に超過供給の際には価格は下降し
　　　　　　　　　　　　　　　　　需要線と供給線の交点の価格へと向かう
Pv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを均衡価格と呼ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　D
　　　　　　　Xs　　　　Xd　　量X　　　　　S=supply　D=demand
ちなみにミクロ経済の定義は以下の通り、
・経済における各行動主体(個人、家計、企業、産業)を分析の対象とする。企業や産業の価格および産出量、消費者や家計の支出、賃金率、競争、市場などを扱う。具体的には個々の財やサービスの価格はどのように決定されるのか、財の需要と供給はどのような要因で決定するのかといいった問題など。
＜消費者余剰（consumer surplus）と生産者余剰（producer surplus）＞
・ある財に対して消費者が実際に支払った金額と、支払おうとした金額（消費者にとってのある財の価値のこと）との差　＝　消費者余剰　　＊生産者余剰も左と同じ考え方。
　　　価格
　　　　 a                                 
                                    S
　　　　　　　        b            
         p*

         c                        D
          O           q*          数量
消費者余剰(CS)＝（消費者にとっての財の総価値）－（支払う金額）
　　　　　＝（四角形Oabq*）－（四角形Op*bq*）
          =三角形ap*b
同様に・・・
生産者余剰(PS)＝（支払われる金額）－（生産者にとっての財の総価値）
　　　　　＝（四角形Op*bq*）－（四角形Ocbq*）=三角形cp*b
<経済厚生（welfare）>
総余剰 ＝CS +　PS = W(経済厚生)
つまり、一つの市場に注目して分析が行われる部分均衡理論では、経済厚生は消費者余剰と生産者余剰の大きさによって測定が可能である。　
＊部分均衡理論とは簡単にいえば市場間に存在する価格と数量の相互関係を考察しない理論である。
＜厚生経済の基本定理＞
　　条件が満たされれば市場均衡は効率的である。
＜市場のメカニズム＞
　自由放任主義のもとでは必ず市場の失敗や公平性を欠いた資源の分配が起こるので
政府の介入が必要である　―＞混合経済
＊混合経済：財およびサービスが民間企業と政府の両者によって供給される経済
＜パレート最適性＞
　　誰かを悪化させることなく、他の誰かを改善させるような資源や所得の変化がない状態をいう。市場が実現する状態（完全競争）ではパレート最適である。
＜マクロ経済学　＞ 担当　岩井克人
 マクロ経済学とは経済全体としての行動の研究であり、一国の産出量(GDP)、雇用、物価、外国貿易の総体的水準、インフレーションといった領域を研究する。
Ex)　国民所得や雇用の決定要因は何であるのか？高いインフレ率の原因は何であるのか？不況へ対処するために何をすることができるのか？など。
＜マクロ経済とは、「見えざる手」の働かない世界に関する経済学＞
　　つまり、アダム＝スミスの「見えざる手」、市場の完全均衡を信奉し政府の市場への介入を否定する新古典派経済学からすればマクロ経済なるものは存在しないということになる
　　・マクロ経済の考え方
　　　　　失業やインフレといった現象(＝マクロ的現象)が一時的ではなく起こっている
　　　　　－＞これは市場の均衡が常には成り立たないからではないか！！！
＜マクロ的現象の根本的原因＞
　　　　しかし、 単なる市場の失敗の研究としての見方ではマクロ経済の独自性は説明で
きない。マクロ的現象が繰り返し起こるのはわれわれが生きている市場経済が「貨幣経済」であるからにほかならない！貨幣とは一般的交換手段である。だが貨幣は、すべての商品を手に入れる可能性を与えることによって、それ自体ひとつの商品であるかのように需要され供給されてしまう。同時にすべての商品の市場で交換されることによって、それ自身の不均衡を調整する市場を持てない。それゆえ、貨幣の不均衡がすべての商品の市場を巻き込んだマクロ的な調整過程を引き起こしてしまうのである。
つまりは
マクロ経済＝貨幣経済の不均衡に関する経済学
　　　　　　　　　　　　　　　　　といえる。
＜日本経済＞　担当　吉川　洋
授業ではひたすらレジュメの図表を説明していました。
図表の読み取りを一回やっておけば大丈夫でしょう。
レジュメはコピー用に貸し出します。

＜開発経済＞　担当　澤田康幸
レジュメを一読すれば試験対策としては十分。

これもコピー用に貸し出します。
重要なポイント

・③のレジュメ下側、AWルイスが黒人初のノーベル経済学賞を受賞した内容。

経済発展とは、農業部門から工業部門に労働者が流れることで起こる。

経済発展の初期段階においては、農業部門の労働力が余っているため、労働供給曲線の傾きが平らである。
・「人間の安全保障」がキーワードなので、⑤のレジュメに目を通しといてください。

<都市経済>　担当　田渕　隆俊

対象:空間経済
都市比率＝都市人口/国人口

e.g

.①ヨーロッパ

1300年　10%

1800年　12%

1850年　20%

1900年　38%

1950年　52%

2007年　72%

②日本

1950年　50%

1990年　78%

2007年　90%

都市圏の定義の例

人口1000万を基準とする。

都市回帰が東京では起こっている。

世界企業

(上位千社の所在地)

　　　　　1994年→2007年

東京　　　　　182→85

ロンドン　　　60→44

NY　　　　　　47→39

(上位50社の所在地)

NY　　　　　10

パリ　　　　　6

ロンドン　　　3

東京　　　　　1・・・三菱東京UFJ 

都市集積の要因

交通、政治的要因、産業革命

→ロックイン効果・・・便のいい場所に集中的に撤退しにくいもの(デパート等)を設立する。

e.g.1870年のアメリカ東部

イギリスからの第一次産業の44%が集中

分散力

土地の制約(農業生産等)、企業間の競争

商業の立地

Nash均衡(ゲーム理論)・・・競争の中で最も優位な場所に落ち着くところ

多様性も重視される

土地

日本人の資産　バブル期　2900万円

　　　　　　　2002年　 2200万円

<英語で経済学を学ぶ>　担当　A.ブラウン

ここで原文が見られます。
http://www33.ocn.ne.jp/~keida/ 
1． ロビンソンクルーソーとバナナの経済学
やってることはミクロです。

（ア）　生産関数

まず仮定として、つぎの３つがあげられる。 

① 与えられた時間は２４時間 

② 個人（ここではロビンソンクルーソー）が２４時間のうち一定の時間を使って品物（ここではバナナ：貯蔵不可能である）を集める 

③ 収穫するのに用いる生産技術は自由に工夫できるものとする 

このとき収穫したバナナの量をy、収穫するのにかかった時間をnとすると、 

y＝f(n)という関数の式が出来上がる。この関数を生産関数という。 

また、生産技術の特性としては、次の２つが考えられる。 

① yはnの増加に伴い増加する 

② 限界収益（marginal returns：一番最後に得られる収益のこと）はどんどん減っていく 

→最初のうちは低いところのバナナをとるため効率よくとれるが、後にいくに従いバナ 

ナが高いところにしかなくなるのでとる効率が悪くなる。＝限界収益は減少する。

（ィ）　効用の性質と効用関数

個人は

1 品物(バナナ)をたくさん消費したい
2 あまり働きたくない
という二つの自然な動機に基づいて行動していた。

これに加えて、バナナという品物、収穫に使う技術には限界ある。
この二つの制約の中でいかに多くのバナナを消費できるか、言い換えればいかに多くの満足度すなわち効用を得られるかが問題である。
以上から、効用関数が定義できる。効用(満足度)の特徴を挙げると、

・消費の増加に伴い増加
・労働時間の増加に伴い減少

・限界効用は逓減(徐々に減ること)する

・グラフが無差別曲線となる

そしてアの生産関数とイの効用関数が接する点で個人の最適な効用が達成されるということを覚えておいてください。
(ウ)生産関数の変化

所得や生産の技術、供給量によって、ここでいうバナナの生産に影響が出ることは明らかである。

所得が増えた場合、（獲得できるバナナが増えて）生産関数が上に平行移動し、所得が減った場合は逆に生産関数が下に平行移動する。この平行移動はブラウン教員がparallel shiftと呼んでいた。
Walth effect, Income effectとかも重要単語。

　一方、生産の技術・供給量はグラフの傾きに影響を与える。例えば技術が進歩した場合
には、同じ時間でも獲得できるバナナの量が増えて、グラフの傾きは大きくなる。供給が減った場合には、以前と同じ時間をかけてもバナナが見つかりにくくなり、グラフの傾きは小さくなる。このグラフの傾きの変化に伴う移動のことをproportionate shiftと呼んでいた。
技術の影響Technology shocks、供給の影響supply shocks

2． 現実世界において

生産を進展させる要因・・・良い天候・技術革新・新型機械の登場

生産を後退させる要因・・・ミャンマーの台風・中国の地震・石油価格高騰
戦後日本経済が理論モデルにあてはまっていたことが述べられていた。

（高度経済成長以前、日本のGNPはアメリカの三分の一だった。しかし高度経済成長後の1990年にはアメリカの十分の一にまで成長した。）

理論モデルが仮定した二つの特徴は

技術レベルの変化(variation in the state of technology)
第二次世界大戦後の日本の低賃金(a low capital stock in Japan after WWⅡ)

以上を考慮して原文のグラフを見ると意味が分かります。

試験はおそらく英語で出題される。
<ゲーム理論>担当　松井　彰彦
研究対象の拡大

自然を読むのは難しい(気象学)

ヒトを読むのも難しい

ヒトの場合、相手も自分を読める。

二人になると「読み」のプロセスが限りなく続く。egじゃんけん

ゲーム理論の研究・ある状況下での読み

戦略形表現・・・ゲームの得点(利得)を数字に置き換える。

囚人のジレンマ(ゲーム理論の有名な事例)

	
	しずかちゃん

	
	黙秘
	自白

	ドラえもん
	黙秘
	懲罪立件
	ドラえもん

罪かぶる

	
	自白
	しずかちゃん

罪かぶる
	二人で連座


これを戦略形表現にすると

	
	しずかちゃん

	
	黙秘
	自白

	ドラえもん
	黙秘
	２・２
	０・３

	
	自白
	３・０
	１・１


囚人のジレンマの企業間への応用：(低価格、低価格)となるはずだが

長期間関係の下だと(高価格、高価格)ともなり得る。
トリガー戦略：最初は高価格を続ける。

相手が一度でも低価格をつけたら、低価格にする。

お互いトリガー戦略を採っていると

２，２，２，２，２、・・・

一度自分から裏切ると

３，１，１，１，１・・・

差し引き

1,－１、－１、－１、・・・ eg公共法人の談合

独占禁止法、課徴金ほか⇒不十分

独占禁止法改正(2006,1,4)

リニエンシー制度の導入⇒水門談合摘発(成功)

リニエンシー制度＝密告の奨励

これは和の精神を乱すという反対の声の中強行された。

なぜ企業の共謀が好ましくない？

１財政再建への阻害要因

談合がなくなれば、２～５兆円/年の赤字削減

消費税率　1~2.5％に対応(現在5%で10.5兆円)

２社会厚生の低下要因

共謀⇒企業の利得＋消費の損害＜０
経済のダイナミズム・・・参入と退出

AIR DOの歩みを例に上げて

Ceを参入費用として

参入阻止理論
参入企業がいつ退出したらいいか、残るべきか、既存企業は参入企業を迎撃すべきか、融和すべきか、をきめる理論。どうしたらその企業に一番利益があるかで調べる。
やり方　　　与えられた条件の下で結果から計算を行う
参入企業→→→→→→→参入企業→→→→→→８−CE

   ↓　　　　参入　　　　　↓　　　低価格
　↓参入せず　　　　　　　↓　
　↓　　　　　　　　　　　↓　高価格                 CE<8     

　↓　　　　　　　　　　　↓                         CE参入費用       

　０　　　　　　　　　　　４−CE                    

市場には競争相手がいる
参→→→→→→→→参→→→→→既存企業→→→→→（２−CE,6）
↓　　　　　　　　↓　低　　　　↓　　　迎撃
↓　　　　　　　　↓　　　　　　↓
↓　　　　　　　　↓　　　　　　↓融和            （参の利益,既の利益）
↓　　　　　　　　↓　　　　　　↓　
（０、２０） （４−CE,16）     （８−CE,8）
Hit And Run とは？　　　参入当初の利益だけを得るために企業が新規参入すること。
参入企業→→→→→→→既存企業→→→→参入企業→→→→→④(－２，２)
　↓　　参入する　　　↓　　　　攻撃　　↓　　　迎撃
　↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　↓
　↓参入しない　　　　↓融和　　　　　　↓退出
　↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　↓　　　CE　参入費用(＜６)
　↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　↓　　　XE  Hit And Runの費用
1 (０，１５)　　　　②(６－CE、６)　　③(XE、８)
苦し紛れにまぎれに戦うのが既存企業は読めるから融和する
　　　　　→参入企業は参入した方が得
XE＞０の時　　
－２＜XE＜０の時　退出費用中程度　攻撃されることわかっているからやめる
コンテスタンブル市場•••••••••ちょっと参入してすぐやめる
<経済学における数学>担当　神谷和也

<国際金融>担当　伊藤隆敏
伊藤隆敏先生のホームページで昨年のものではありますが授業のレジュメがあるのでこれを一読しておくとよいです。

